
































































The Cooperation of Nursery Training Schools and
Childcare Practitioners to Improve the Quality of Childcare
－ Using a Practice Evaluation Sheet「Learning history」












































221 151 32 20 56
631 1,055幼稚園 保育所 認定こども園 学校 その他
47 42 7 8 47
※所属機関で複数発表の場合は，同所属機関につき１件とみなす。
	 表２　日本保育学会第68回　研究領域内訳
1 保育思想・保育理論・保育史など 9 保育環境・保育教材など
2 保育制度・保育行財政など 10 児童文化・児童文化財など
3 発達論・心身の発達など 11 保育者の資質能力・保育者の専門職性など
4 保育内容Ⅰ（保育内容総論・遊び） 12 保育専門職の養成など
5 保育内容Ⅱ（健康・人間関係・環境・言葉・表現） 13 家庭教育・家庭および地域との連携・子育て支援など
6 保育方法（保育方法論・保育形態・幼児理解） 14 幼保一体化・幼保小連携など
7 乳児保育 15 多文化教育・異文化理解・ジェンダーなど

































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
迅速さ＃
素直な気持ち＃
明朗さ＃
言葉遣い・表情☆　　　　　　
礼儀・身だしなみ☆
意欲・積極性※☆＊
責任感※☆＊
探究心※☆＊
健康管理※☆＃
協調性※☆＊
基本的な子ども理解※☆
生活を通した養護技術の習得☆
　⇒具体的な展開★
安全及び疾病予防への配慮☆
最善の利益の理解☆
自己課題の明確化☆
基本的な役割と機能※☆
　⇒基本的な役割や機能の具体的展開＊
基本的な保育内容※☆
基本的な保育環境※
保育の計画※☆
　⇒指導計画の作成＊★
観察、記録することの実際と意義※
　⇒観察に基づく保育理解＊
保育士の役割と職業倫理※☆⇒倫理観＊
保護者・家庭との連携☆＊
　⇒自己課題の明確化＊
教
育
知
識
・
技
能
養
護
保育実習で学びたいこと：総合課題 ［自己課題］ ［自己課題］
保育者1年目
達成ポイント
態
度
基
礎
的
事
項
【自己評価】
◇幼稚園教諭
◇保育教諭
はじめの一歩
［総合所見］ 実習期間
　
　年　　　　月　　　　日～　　　月　　　　日
実習状況
遅刻　　　日　／　欠席　　　日　／　その他
　
［総合所見］
◇保育所保育士
◇施設保育士
◇保育教諭
合
計
ポ
イ
ン
ト
実
習
の
成
果
はじめの
一歩
・時期
・理由
・想い
・夢
基
礎
的
事
項
めざす保育：自分の夢
知
識
・
技
能
　　　　　　　　　　◇幼稚園教諭 　　◇保育士（保育所保育士）　　　　　　
　　　　　　　　　　◇保育教諭
　　　　　　　　　　認定こども園
　　　　　　　　　　幼稚園型・幼保連携型
　　◇保育士（施設保育士）
　　◇保育教諭（認定こども園/保育所型）
【学びの履歴】
氏名：
めざす保育者像：
実習期間
　
　年　　　　月　　　　日～　　　月　　　　日
実習状況
遅刻　　　日　／　欠席　　　日　／　その他
　
実習期間
　
　年　　　　月　　　　日～　　　月　　　　日
実習状況
遅刻　　　日　／　欠席　　　日　／　その他
　 ◇認定こども園　□幼稚園型
　□保育所型
　　□幼保連携型
◇保育実習Ⅱ
＊
◇施設実習Ⅱ
★
［自己課題］
実習期間
　
　　　年　　　　月　　　　日～　　　月　　　　日
実習状況
遅刻　　　日　／　欠席　　　日　／　その他
　
［総合所見］
実習期間
　
　年　　　　月　　　　日～　　　月　　　　日
実習状況
遅刻　　　日　／　欠席　　　日　／　その他
　
≪評価視点≫実習生として
１）多くの努力を要する　２）努力を要する　３）適切である　４）すぐれている
教育実習で学びたいこと・総合課題 ［自己課題］ ［自己課題］
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3.2　保育現場の立場から言えること
　実は保育現場で，養成校とのかかわりは学生の実習や
教職員の求人，採用など身近にある。しかし，その時点
では，保育や乳幼児にかかわる専門家同士の関係性は薄
れている。ましてや一保育者の立場では，養成校教員と
は実習学生を介して挨拶を交わすぐらいのことである。
ところが，個人的な関係性にお互いが存在すると，学
校，研修場所，勤務時間，仕事などの枠を外すこととな
り，乳幼児期の保育にかかわる者同士としてある種の同
僚性を感じながら専門分野の相談や話ができやすい。今
回のワークショップのような取り組みでは，興味ある内
容や方法など好奇心や探究心から生まれ出るアイデアを
気負わずに出し合い，計画し，当日は予想を上回る人数
の有志が集まって実施された。参加者は，職場も経年数
も立場も違うが，保育に関係する仕事の共通点からすぐ
に打ち解け，各々の視点での意見や悩みや疑問が次々に
出され，率直に情報交換し合えた。そのことは，職場以
外に仕事の仲間が存在する意識が持つ安心感に繋がっ
た。また楽しみながら視野を広げる機会となり，自主的
な勉強会として発展していきそうである。保育現場から
すると学術的な研究者というイメージで近寄りがたい存
在の養成校教員と，日常的な保育の悩みや疑問などを相
談する相手として繋がれる体験は，今後，仕事における
精神面での安心感と，かつ自己研鑽の方法の一つとして
保育の質向上とその意欲に結び付くと感じる。その反
面，日ごろ身近に存在しにくい現状の養成校と保育者と
の距離をいかに縮めるか課題はある。また，実習でかか
わる保育学生を保育現場が実践現場ならではの育成内容
をもっと探究し養成校と繋がる必要性も大切となる。
　本研究では，保育現場の，特に私立幼稚園の現状を参
考に協働の可能性を述べたが，保育者となる現保育学生
の育成への協働も重要で緊急な課題でもあろう。保育内
容研究，乳幼児の発達研究，子育て支援や貧困における
教育面での社会問題研究などの側面での協働のみなら
ず，保育現場の保育者育成，今後保育者になろうとする
保育学生養成における協働は，上記側面の研究にも繋
がっていくものと期待したい。
3.3　今後の課題
　養成校ではこれからの保育者に望まれる基本的な資質
（加藤，2015）を12項目で示すなど様々な論議が行わ
れている。幼稚園教育要領や保育所保育指針，認定こど
も園教育・保育要領が示すとおり自己研鑽に努めること
は責務とされるが，自己評価の視点として今後の課題を
見出すことと同時に，これまでどれだけの成果や変化が
あったのか成長の視点を加えた成果の可視化から保育の
やりがいを見出せるよう，「学びの履歴」に第三者の存
在を活かしたさらなる協働を目指したい。そのためには
今一度，周囲で協働関係の可能な人材の掘り起しが必要
保育の質向上に繋がる養成校と保育者との協働の在り方　－実習評価票「学びの履歴」を手掛かりに－
　　　　
図１．保育専門のつながりイメージ
横：2段抜き
縦：なりゆき
子ども
【保育者】
幼稚園教諭
保育士
保育教諭
【地域】
子育て
サークル
	 図１　保育専門の協働つながりイメージ
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となる。さまざまな立場で存在する保育関係者を筆者ら
は保育関係者による協働のネットワークとしてまとめた
（図１）。本研究の取り組みは，機関同士の大きな組織
間の協働ではない１対１の関係者同士の視点で実施した
取り組みの提言であり，既存の研修会等で巡り合った保
育関係者が最少人数２人から始められる「協働」を意識
化したことが大きな特徴である。肩肘張らずに相手へ抱
える疑問や悩みを委ねると様々な問題解決の糸口がみえ
る会話そのものが「養成校と保育現場の協働」であるこ
とを自覚・認識しながら息長く継続するネットワーク構
築の中でボトムアップにより語り合う保育の質向上を目
指したい。
3. ４　まとめ
　実習評価票「学びの履歴」をツールとして活用するこ
とで，養成校と保育現場において共通話題の提供が容易
となり，話し合いがスムーズに運びやすいことが示唆さ
れた。このことは本研究で求める「協働」の新たな方法
として可能性を見出すこととなった。また，組織間の協
働ではなく，個人間の協働から理解を進めることで「草
の根レベル的ボトムアップ型研修会」が可能であるこ
と，そのために必要な場は保育現場でも養成校でも，気
分を変えた食事会やカフェとの組み合わせでも十分に可
能であることが言える。また，この取り組みは２人以上
で開催可能であり，立場，職場等の垣根を感じることな
く参加が可能である。これからも保育の質向上につなが
る協働により個人の「わかる」を刺激し共有しあう研修
の場として広まることを期待する。
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